
みんなで取り組む
GAP！
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Good Agricultural Practice：適正な農業の実践

【GAPの意味】
食品安全、環境保全、労働安全など持続可能

な農業を実践すること。

安全な農業生産って？
農業者の倫理観→それってホントに安全？

★農業生産上、守るべき規準…ＧＡＰ！

GAPとは…
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※農林水産省では、農業生産工程管理と定義されています。



持続可能な農業生産を目指す！

GAPの5つの柱

●●● ＧＡＰでは何をする？ ●●●●●●●●●●●●●●●

①「GAPの５つ柱」を軸に、自分たちの農場に潜んでいる問題点
を洗い出す。

②問題点を改善し、対策方法を農場ルールとする。

③定期的に問題点を洗い出し、より働きやすい農場を目指す。 3

食品安全 環境保全 労働安全
人権保護 農場運営
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食品安全

掲示
＜衛生上・異物混入の危険防止のための厳守事項＞
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食品安全

道具・備品などは、劣化、損傷、
汚染されていないか定期的に点検・
交換されています。
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食品安全
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労働安全

掲示 ＜電動作業車使用上の注意＞
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労働安全

掲示 ＜蜂に刺された場合の対処方法＞



GAPは、金儲けの道具？

他と競う部分！

美味しさ、産地、付加価
値、ブランド化・・・

農業経営上、当然行うこと！

○ 食品安全（食中毒を起こさない、農薬の適正使用）

○ 環境負荷低減（土壌、水、大気を汚染しない）

○ 働きやすい環境作り（労働安全、差別のない環境）

などなど・・・

ここが

GAP！

どれだけ
儲かるかは
ここで勝負！
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食品供給の流れ（フードシステム）の中の農業

GAP
（適正農業実践）

GMP
（適正製造実践）

GRP
（適正小売実践）

GDP
（適正流通実践）

GCP
（適正消費実践）

農業
卸売業・
食品加工

輸送業 小売業 消費者輸送業

• 食品供給の流れ（フードチェーン）の中で、農業は最上流に位置
する。

• 安全な食品の流通には、農業を始め、各分野での取り扱いが大き
なポイントとなる。



農場経営のリスクが低減できる

農場経営が改善する
（品質向上、効率向上、人材育成など）

GAP認証で選ばれる農場になる

GAPに取り組むメリット

メリット
①

メリット
②

メリット
③
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GAPに取り組む上で
理解してほしいこと

• GAPとは、
・ 農業経営そのもの
・ 農業の自己管理プログラム

• 本質は、農場管理におけるリスク管理

• リスクは、農場管理の全ての段階に存在している

• そのリスクを許容範囲内に抑える手段が、GAP

• GAPを決定づけるのは、
不適切な農業行為BAP（Bad Agricultural Practice）
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GAPに取り組む上で
理解してほしいこと（続き）

• 農場ごとに、自己管理すべきリスクは異なる

• GAPに決められた手法は存在しない

• GAP認証の基準書に合わせること≠GAP

• GAPを決定づけるのは、
不適切な農業行為BAP（Bad Agricultural Practice）

• 農業者自らの気づきでBAPを改善し、農場管理をGAP
にしていく！

• GAPに完成形はない。改善活動に終わりはない！
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GAPと「BAP」の関係

改
善
の
方
向

農場の現状

BAP

理想の農場

GAP
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BAP→GAPへ！
この繰り返しが大事です

（日本生産者GAP協会 田上理事長資料を改変）

どこが問題か？

なぜ問題か？

どの程度問題か？

どうすれば改善される？

農業者の「BAPの気づき」

改善計画

BAPを無くす
「問題の改善」

対策の実行

「BAP」を
「GAP」にする

持続可能な
農業実践へ
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GAPに完成形はない！



さあ、始めよう！
問題（ＢＡＰ）に気づくことから、改善は始まる！

～ 今、困っていることはないですか？ ～
★★「困っていること＝問題」です ★★

→ 困っていることに目を向けてみよう!

自分やみんなにとって働きやすい職場環境が
会社の安全な経営が

お客さんの信頼を確保できる農産物生産が
環境に優しい農業生産が

…未来にずっと続いていくために！
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